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わ た し ま ちの し ろ 市 議 会 だ よ り

大

髙　
　

翔
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
青
の
会
、市
民

の
声
、シ
リ
ウ
ス
、大
河
の
会
、日
本
共
産
党
）

佐
藤　

智
一

希
望

落
合　

範
良

平
政
・
公
明
党

一 般 質 問

フ
ル
タ
イ
ム
の
臨
時
･
非
常
勤
職
員
に
退
職
手
当
を

■質
退
職
手
当
は
電
電
公
社
小
倉
電
話
局
事
件
の
最
高
裁
判
例

に
よ
り
任
命
権
者
の
裁
量
は
極
め
て
狭
く
、
地
方
自
治
法

２
０
４
条
に
規
定
す
る
「
常
勤
の
職
員
」
に
は
一
定
の
ル
ー
ル

に
従
っ
て
必
ず
支
払
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
。

■答
臨
時
・
非
常
勤
職
員
に
対
す
る
退
職
手
当
の
支
給
に
つ

い
て
は
、
職
員
の
勤
務
時
間
以
上
勤
務
し
た
日
が
18
日
以
上

あ
る
月
が
引
き
続
い
て
12
月
を
超
え
る
に
至
っ
た
場
合
に
適

用
さ
れ
る
。
本
市
で
は
、
１
年
の
雇
用
期
間
終
了
後
の
雇
用

期
間
は
、
職
員
の
勤
務
時
間
に
比
べ
短
い
勤
務
時
間
で
雇
用

す
る
こ
と
と
規
則
で
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
の
臨
時

職
員
で
退
職
手
当
の
支
給
対
象
と
な
る
方
は
い
な
い
。

市
道
沿
い
の
環
境
整
備

■質
市
道
、
特
に
幹
線
道
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
適
切
か
。
側

溝
は
路
面
排
水
に
加
え
道
路
下
部
の
排
水
を
促
す
べ
く
設
け

る
も
の
で
、
排
水
を
促
す
こ
と
で
道
路
の
寿
命
は
確
実
に
延

び
る
。大
き
な
出
費
と
な
ら
ぬ
よ
う
適
切
な
管
理
が
必
要
で
は
。

■答
市
道
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
職
員
に
よ
る
巡
回

の
ほ
か
、
定
期
的
な
巡
回
を
業
者
委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、

異
常
が
発
見
さ
れ
た
際
に
は
、
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
体
制

を
整
え
て
い
る
。
側
溝
に
つ
い
て
は
、
地
域
と
市
が
協
働
で

清
掃
を
実
施
し
て
お
り
、
大
き
な
断
面
の
側
溝
や
暗
渠
構
造

の
箇
所
、
交
通
量
の
多
い
幹
線
道
路
沿
い
に
つ
い
て
は
、
市

が
清
掃
を
業
者
委
託
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

介
護
職
員
初
任
者
研
修
の
取
得
に
助
成
を

■質
市
の
就
業
資
格
取
得
支
援
事
業
は
国
家
資
格
や
技
能
検

定
取
得
が
補
助
対
象
だ
が
、
介
護
現
場
で
は
即
戦
力
と
し
て

介
護
職
員
初
任
者
研
修
も
有
効
で
あ
る
。
実
務
に
即
し
た
制

度
と
な
る
よ
う
同
研
修
も
補
助
対
象
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■答
介
護
職
員
初
任
者
研
修
は
、
補
助
対
象
で
あ
る
国
家
資

格
や
国
家
検
定
に
は
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
研
修

に
よ
っ
て
身
に
つ
け
た
知
識
や
ス
キ
ル
に
よ
り
、
活
躍
の
場

が
広
が
る
だ
け
で
な
く
、
よ
り
質
の
高
い
人
材
の
確
保
に
も

期
待
で
き
る
。
今
後
は
、
事
業
所
に
研
修
の
受
講
状
況
等
を

確
認
し
な
が
ら
、
支
援
の
必
要
性
、
手
法
等
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
き
た
い
。

ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言

■質
都
心
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り
、
能
代
で
つ
く
っ
た
木
製

の
誕
生
祝
い
品
が
毎
年
約
２
０
０
０
名
の
都
心
の
子
供
た
ち
の

手
に
渡
る
と
、
木
都
能
代
の
Ｐ
Ｒ
や
木
材
振
興
の
起
爆
剤
に
な

る
は
ず
。
宣
言
す
る
場
合
、
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
の
活
用
は
。

■答
木
の
お
も
ち
ゃ
の
贈
呈
は
、
す
で
に
、
市
独
自
事
業
と

し
て
新
生
児
に
対
し
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
県
や
市
の
補

助
金
を
活
用
し
た
木
育
の
活
動
や
木
材
製
品
の
Ｐ
Ｒ
が
行
わ

れ
て
お
り
、
現
時
点
で
は
、
特
に
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
す

る
必
要
を
感
じ
て
い
な
い
。
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲

与
税
に
つ
い
て
は
、
森
林
経
営
管
理
事
業
へ
の
基
金
充
当
が

最
も
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

洋
上
風
力
発
電
事
業
の
促
進

■質
再
エ
ネ
海
域
利
用
法
で
促
進
区
域
の
有
望
区
域
に
指
定

さ
れ
た
理
由
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視

察
時
、
港
湾
関
係
者
と
の
意
見
交
換
で
自
然
環
境
や
生
活
環

境
に
つ
い
て
も
聞
い
た
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
内
容
は
。

■答
今
回
の
選
定
は
、
こ
れ
ま
で
の
秋
田
県
及
び
能
代
港
洋

上
風
力
発
電
拠
点
化
期
成
同
盟
会
を
初
め
と
し
た
県
北
地
域

の
取
り
組
み
等
が
評
価
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
、
自
然
環
境
や
生
活
環
境
へ
の
影
響
は
特
に
問
題
に

な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
地
球
温
暖
化
問
題
へ
の
意
識
の
醸
成

や
市
民
出
資
に
よ
る
利
益
還
元
等
に
よ
り
、
風
力
発
電
へ
の

理
解
度
が
高
い
の
で
は
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

介
護
人
材
不
足
に
対
し
今
後
の
対
応
は

■質
現
行
の
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計

画
で
は
介
護
人
材
確
保
へ
の
対
応
を
県
策
定
の
計
画
と
連
携

を
図
る
と
し
て
い
る
。
加
え
て
市
独
自
の
具
体
的
な
取
り
組

み
や
方
針
を
盛
り
込
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

■答
次
期
計
画
に
つ
い
て
は
、
国
の
方
針
に
よ
り
、
地
域
が

目
指
す
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
化
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
介

護
人
材
の
確
保
は
、
本
市
に
お
い
て
も
重
点
的
な
課
題
の
一

つ
と
捉
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
事
業
者
等
か
ら
の

御
意
見
も
お
伺
い
し
な
が
ら
、
人
材
確
保
及
び
定
着
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
研
究
・
検
討
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
人
件
費

○

庁
内
の
行
財
政
改
革

○

旧
崇
徳
小
校
舎
の
利
活
用

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

能
代
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

特
定
処
遇
改
善
加
算
制
度
の
周
知
は
十
分
か

○

外
国
人
介
護
人
材
の
受
け
入
れ

○

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
認
証
評
価
制
度
の
推
進


